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The purpose of this paper is to describe the new ways of life in nomads (hunter-gatherers
and pastoralists) after new, state implemented relocation policies were introduced and to
conceptualize their characteristics. I have analyzed the ethnographic material in the life
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histories of Nenets, or West Siberian indigenous people from a social anthropological perspec-
tive. I explore the mechanisms of indigenous life as being either nomadic or sedentary. The
nomadism of the contemporary Forest Nenets societies has been maintained through indigenous
social organizations and related social norms. These include the nysy, or territorial nomadic
groups, consisting of the patrilineal clan. The clan is exogamous and each takes particular coun-
ter clan(s) in marriage. Such organizations have been a key to supporting nomadism, even after
the relocation policy. Forest Nenets still continue a nomadic life, simultaneously, however, they
do not reject the sedentary life introduced by the state. In order to understand this contradiction,
I have proposed the analytical concept of a ``nomadic-sedentary continuum.'' Rather than seeing
the inconsistency between the two residential patterns, I have emphasized several repetitions of
individual choices made during the life expanse in either nomadic or sedentary forms, based on
gender, life cycle, and personal events. I have tried to understand the various types of residences
and ways of life through the concept of a continuum stretching between nomadism at the one
end and sedentary life at the other. In conclusion, the nomads under the reign of the modern
state do not involve indiscriminately themselves in the process of sedentarization. With certain
conditions, such as indigenous social organizations and land use functions the nomads could in-
































































































1984b，吉田 2003a, Dolgikh 1970, Khomich 1995, Gemuev et al 2005, Prokof'yeva 1964,
Stammler 2005, Vasil'ev 1979, Verbov 1936, 1939, Volzhanina 2009］。
本稿が焦点をあてる森林ネネツは、オビ湾に注ぐプール川流域を中心に分布し、現在の





プール地区の行政中心地タルコサレ市では、1 月の平均気温は－24 度、7 月の平均気温は
16.5 度であり、年間降水量は 386.4 mm である。
彼らの民族自称は「人間」を意味するネッシャング Neshchang であり、ツンドラ・ネ
ネツの自称ネネツ Nenetsy とは異なっている。ツンドラ・ネネツからは、ピャン・ハサ








ネネツ社会は伝統的（19 世紀末～20 世紀初頭）には父系氏族 erkar を基盤として成り
立っていた。氏族外婚が原則とされ、氏族の墓地や氏族毎の聖地があったほか、放牧地や
狩猟区画は氏族毎に保有されていた。夏の漁労区域や家畜はそれぞれの家族（ないしその
成員）毎に分配されて利用されていた［Khomich 1995156, Prokof'yeva 1964560,










りツンドラ・ネネツの胞族が、第一群と第二群に分かれ、それぞれ 26 氏族、10 氏族から




























東北アジア研究 第 14 号
林のネネツとの結婚を避ける傾向があったという。しかし、これはツンドラ・ネネツのみ
の意識であり、森林らの方はそのような規制はなかったといわれる［佐々木 1984a





























例えばハンティは 8760 人（1.7）、セリクープは 1797 人（0.4）に過ぎない。ちなみ
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出典Bank dannykh obshchin korennykh malochislennykh narodov Severa IamaloNenetskogo avtonomnogo okruga na 01.01.08g.;
Uchet pogolov'ia po vsem kategoriam khoziaistv na 01.01.2008goda po IamaloNenetskomu okrugu; Author's ˆeld date




2008 年現在で企業型組織は 2 つ、先住民生産組合は 6 つある。これを見ると二つの組
織型で生産構造の違いが読み取れる。企業型は雇用（契約）労働者数も多く、生産部門も
多岐にわたっているが、トナカイ飼育が一つの中核になっていることである。ベルフネ・



























都サレハルド市から東に約 580 km、プール地区の中心地タルコサレからは南に 70 km ほ
どの距離に集落があり、その周囲には大小様々な河川や湖沼を含む森林地帯がひろがって
いる。2008 年 1 月 1 日現在、ハラムプール村の登録人口は 501 人である。このうち 464




人 25 人やその他の民族 12 人を加えると 145 人が集落に暮らしていることになる（注 11）。
ハラムプール村の名前はネネツ語でカラマツを示すハルヴ kharv と川を示すプール pur
からなる。集落創設の歴史は、この地域では比較的良くあるように、1935 年交易所（ファ
クトリー）が開設されたことに始まる。2 年後スターリン集団農場が作られ、第二次世界















































1 8 E Nybyiakha
2 3 N Nybyiakha
3 5 N Khodutei
4 4 N Khodutei
5 7 N Chubashika
6 5 E Nybyiakha
7 4 E Kharampur
8 2 N Chubashika
9 7 N Chubashika
TTL 45
avr 5









されている。生産高をみるとトナカイ肉 5 トン、魚 104.4 トン、毛皮 78 皮、有用植物




天幕（me）は円錐系である（写真 2）。計測した一つの天幕の内部の直径は 5.7 m、高
さ 3.8 m だった。ここに夫婦一組とその幼い子ども二人、独身 20 代の夫の弟一人と、彼
ら兄弟の母、さらに親戚の十代の大学生の男の子が暮らしていた。成人が 5 人と子ども
二人さらに調査にきていた我々二人が泊まったがそれでも十分な広さがあった。調査中に
天幕にともに暮す家族（miattek）の居住者数がわかったのは、全部で 9 例である（表 2）。
















































を見ればわかるように、天幕と天幕の間は 20～50 メートルほどの距離がある。また 3 m

















営地が示されているが、一番村に近い宿営地は 40 キロほど、遠いものは 70 キロと離れ
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写真 ハラムプール村集落（//）

























ヤハの場合、夏営地は冬営地からスノーモービルで 30 分ぐらい、距離にして 10 キロで
あった。そこには天幕の骨組み 6 張分と、木造建造物である物置小屋が 4 戸、さらに簡
易トイレもあった。一般的には夏営地の人口は冬営地よりも多く、活気があるという。当
然であるが、冬営地・夏営地ともにニビヤハと呼ばれる。
ちなみに、森林ネネツの人々にとって冬 khul″a は 112 月であり、春 nal″a は 3－5
月、夏 tangnchu は 68 月を意味し、秋 kyngsumaiaigi は 910 月であると考えている。
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表 ハラムプール村内のニシ（宿営地）一覧
# NysiCamp unit/territory Owner
number
of Chum
1 Aivasedopur Aivasedo 5
2 Apynd'iakha Agichev 1
3 Verkhne

Chasel'ka Piak, Agichev 16
4 Vointo Aivasedo, Vello,Piak 8
5 Medveshka Aivasedo 15
6 Nybyiakha Piak, Aivasedo 3
7 Ozero Chasel'ka Agichev 2
8 Paishi Aivasedo, Piak 3
9 Piakopur Piak 5
10 Taishi Aivasedo 3
11 Kharampur Aivasedo 1
12 Khariato Nenian''gu ―
13 Khodutei Agichev, Kozymkin 4
14 Chasel'ka Agichev ―
15 Chastlitsa Piak 1
16 Chubashika Piak 6





























ハラムプール・ツンドラでは 17 のニシの所有構成は、ピャクは 8 つ、アイワセダが 6

































から確認した範囲では、(a)アイワセダ Aiwasedo とピャク Piak とは婚姻するのが好まし
い。(b)アギチェフ Agichev（セリクープ）はピャクやアイワセダと、(c)コジムキン


















図 4 はこの四つの氏族の外婚関係を図化したものである。これをみると、レベル 1 で
























ID clan sex age clan sex notes
1 Aivasedo M the deceased ― Piak F from Sanburg
2 Aivasedo M 1955 ― Piak F
3 Aivasedo M 1958 ― Piak F
4 Aivasedo M 1967 ― Piak F
5 Aivasedo M 1973 ― Piak F
6 Aivasedo M 1974 ― Irishikova F
7 Aivasedo M 1977 ― Kozimkin F
8 Aivasedo F 1964 ― Aivasedo M
9 Aivasedo F 1971 ― Piak M to Samburg
10 Aivasedo F 1975 ― Piak M
11 Aivasedo F 1977 ― Tatar M
12 Aivasedo F 1978 ― Piak M to Khanimei
13 Aivasedo F 1979 ― Tatar M
14 Aivasedo F 1983 ― Piak M to Khanimei
15 Aivasedo F 1999 ― Russian M
16 Piak M 1936 ― Vello F
17 Piak M 1962 ― Aivasedo F
18 Piak M 1968 ― Aivasedo F
19 Piak M 1972 ― Aivasedo F
20 Piak F 1955 ― Aivasedo M
21 Piak F unknown (50s) ― Aivasedo M
22 Piak F unknown (young) ― Aivasedo M to Khanimei
23 Piak F unknown (young) ― Aivasedo M
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な情報を収集するように努めた。結局、宿営地で暮らす 10 人、村で暮らす 8 人から家族
関係についての詳細を聞き取り、個人名・年齢・性および氏族名等を含む結婚に関わる
（重複しない）情報は 33 サンプルとなった。結果として、配偶者の情報が不明なサンプ







































Ego1 のアイワセダ氏族はハラムプール村に、そして Ego2 のピャク氏族は、ハラムプー
ル村から 350 キロ北上したサンブルグ村に暮らしており、両者は年に数回交流があるも












































Tundra Nenets Forest Nenets
# term relations # term relations
1 iri FF, MF, FeB, MeB 1 nil＋i FF, MF, FeB, MeB
2 khada FM, MM, FeZ, MeZ 2 kata FM, MM, FeZ, MeZ
3 nisia F 3 nesha, ochcha F
4 nebia M 4 nemia, amma M
5 nia, khasava B 5 ydia B
6 nineka, neka, niaka eB, FyB, FeBS 6 ydia eB, FyB
7 papa, pebia yB, eBS, FyBS 7 kasa, kaika, niuchaydia yB
8 nia, ne nia Z 8 nenia Z
9 niabako eZ, FyZ, FeBD 9 apa eZ, FyZ
10 ne papa yZ, eBD, FyBD 10 nekai'ka, niuchaapa yZ
11 niu S, SS, DS, yBS, yZS 11 niu S
12 ne niu D, SD, DD, yBD, yZD 12 ne niu D
13 tidia MyB, MeBS 13 khodiu''ma MyB
14 neia MyZ, MBD 14 nedia MyZ
15 miang eZS, FZS
16 nemiang eZD, FZD
17 siune MZS, MZD
出典Khomich 2005 出典Barmich i Vello 1994＋author's ˆeld date
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息子6）と papa（父の弟の息子7）、niabako（父の兄の娘9）と ne papa（父の弟の
娘10）である。父方交叉イトコは miang（父の姉妹の息子15）と nemiang（父の姉
妹の娘16）となる。母方平行イトコは siune（母の姉妹の息子、母の姉妹の娘17）、
母方交叉イトコは tidia（母の兄の息子13）（注 17）と neia（母の兄弟の娘14）であ
る。ここからはオマハ型の特徴(a)である nemiang＝FZD（16）と neia＝MBD（14）と
が区別が確認でき、かつ彼ら（nemiang, neia）は姉妹（niabako, ne papa）や平行イトコ
（niabako, ne papa, siune）と類別可能で、(b)条件も適用できる。さらに、16 をみればわ
























































分析の対象とするデータは、2008 年 3 月 8 日～18 日にかけてハラムプール村の集落・
宿営地で聞き取りを行った 18 人である。男性が 13 人、女性が 5 人、宿営地在住者が 10
人、集落居住者 8 人である。年齢構成は 1930 年代生まれが 2 人、1950 年代―3 人、





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































いた。1979 年で自分も同じ国営農場で働き始める。その後 1996 年まで国営農場
だったが、この年に生産組合に変わる。この間漁民としてチュバシカで暮らしながら






















































































































































































































































注 9統計資料「Chislennost' postoiannogo naseleniia sel'skikh naselennykh punktov
Iamalo-Nenetskogo avtonomnogo okruga na 1 ianvaria 2008 goda」（ヤマル・ネネツ自
治管区サレハルド市統計局（Iamalostat）、2008 年 3 月 5 日）。
注 10統計資料「Svedeniia o chislennosti kochuiushchego naseleniia v raionakh




（Iamalostat）、2008 年 3 月 5 日）。
注 11統計資料「Chislennosti KMNS po Purovskomy raionu na 01.01.2008」（ヤマル・
ネネツ自治管区サレハルド市やプール地区タルコサレの北方民族管理局、2008 年 3 月
21 日）
注 12ハラムプール村の歴史については、プール地区創設 75 周年記念に発行された写真







30 人。少ない場合 56 人ぐらいが暮らしているという情報もあった。
注 15現在、氏族は姓として認識されており、女性は結婚に際して夫の姓に変える場合
が多い。
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